嘱　　託　　規　　程

（目　　的）

第１条　本規程は、株式会社　　　　就業規則第　　条の　に基づき、嘱託に関する取り扱いについて定めるものである。

（嘱託社員の定義）

第２条　この規則において嘱託社員とは、定年後本人の希望により再雇用された者で、１年ごとの雇用契約を結んで雇い入れられる６５歳までの者をいう。

（職　　務）

第３条　嘱託社員は会社の業務組織の何れかに属し、業務を分担し、職制上の上長の指揮、命令に従い、その職責を遂行しなければならない。

（役職の委嘱）

第４条　会社は、嘱託社員にその経験、能力に応じて会社の役職務を委嘱することがある。

（給　　与）

第５条　嘱託社員としての給与は、原則として定年時の基本給の８割以内を基準とし、個々人ごとに定めるものとする。

（旅費、慶弔）

第６条　旅費及び慶弔見舞については、正社員の規程を準用する。

（退職金）

第７条　定年後嘱託として再雇用する場合、定年時においては退職金を支給せず、嘱託社員として退職する際に別に定める退職金規程により正社員と同様に支給する。

　　２　前項の場合において、退職金計算の基礎となる基本給は、定年時の基本給を基準とする。

　　３　勤続年数は、嘱託として勤務した期間を通算する。

（附　則）　

　本規則は、平成　年　月　日から適用する。　

